
 第７回 山形県農地集積・集約化プロジェクト会議  

日時 令和５年 11 月 15 日（水）13:30～15:30 

場所 村山総合支庁本庁舎講堂 

 

次   第 

 

 

 

(時間配分) 

１ 開 会 

２ 挨 拶 

３ 協 議 

  （１）各チームの進捗状況と今後の取組みについて              （55 分） 

    ①チーム全体の状況（資料１） 

    ②樹園地継承課題解決検討チーム（資料２－１～２－２） 

    ③中山間地域課題解決検討チーム（資料３－１～３－５） 

    ④農地バンク機能強化検討チーム（資料４） 

    ⑤各地域支援チーム（資料５－１～５－５） 

   

  （２）意見交換                              （35 分） 

  ○各チームの現状・課題と方向性について（資料６） 

①地域計画策定に向けた現状・課題と方向性について 

     ②樹園地継承に向けた現状・課題と方向性について 

     ③中山間地域における遊休農地の有効な活用に向けた現状・課題と方向性について 

     ④農地バンクの機能強化に向けた現状・課題と方向性について 

     

  （３）プロジェクトの今後の進め方について（資料７）            （15 分） 

     ①農地集積・集約化プロジェクト事例セミナー（仮称）の開催（資料８） 

     ②地域計画策定に向けた事例集の作成 

     ③農地集積・集約化プロジェクト第３回研修会の開催（資料９） 

４ その他 

５ 閉 会 



第７回山形県農地集積・集約化プロジェクト会議（令和５年 11 月 15 日（水）） 
出席者名簿 

 

【構成員】 

 

【オブザーバー】 

所    属 職   名 氏   名 備   考 

東北農政局経営・事業支援部 
担い手育成課 

課長補佐（経営） 古 園 智 彦 
 

東北農政局経営・事業支援部 
農地政策推進課 

課長補佐（調整） 森 本 昭 広 
 

東北農政局経営・事業支援部 
農地政策推進課 

地域計画推進指導官 北 原 崇 行 
 

東北農政局山形県拠点 主任農政推進官 進 藤 明 美  

所    属 職   名 氏   名 備   考 

農業委員会・市町村    

 

農業委員会庄内地方 
協議会 

鶴岡市農業委員会会長 渡 部 長 和  

置賜地方農業委員会 
連絡協議会 

米沢市農業委員会 

事務局 局長補佐 
根 津 正 孝  

山形市農林部農政課 課長 長  橋  真  

長井市農林課 課長 梅 津 浩 一  

尾花沢市農林課 

農業委員会 

事務局長補佐 田 中  誠  

事務員 伊 藤 伸 哉  

山形県農業協同組合中央会 
地域・担い手サポートセンター センター長 岩 田 俊 彦  
公益財団法人やまがた 
農業支援センター 
（山形県農地中間管理機構） 

常務理事 豊 嶋 克 彦  

一般社団法人山形県農業会議 会長 五十嵐直太郎  

山形県土地改良事業団体連合会 
専務理事 渡部藤左衛門  
農地調整課長 西 塚 賢 二  

山形県農林水産部 技術戦略監（兼）次長 中 野 憲 司 会長 
 

農政企画課 課長補佐 
（米政策推進担当） 松 田 洋 輔  

農業技術環境課 副主幹 遠 藤 宏 幸  

園芸大国推進課 課長補佐 
（園芸農業推進担当） 伊 藤 祐 幸  

山形県各総合支庁    

 

村山総合支庁農業振興課 
課長 福 島 孝 一  
地域農政主査 山  本  介  

最上総合支庁農業振興課 課長 木 内 真 一  

置賜総合支庁農業振興課 
課長 齋 藤 義 浩  
地域農政主査 小野寺 央司  

庄内総合支庁農業振興課 課長 長谷川 慎一  



 
【事務局】 

所    属 職   名 氏   名 備 考 

公益財団法人やまがた 
農業支援センター 
（山形県農地中間管理機構） 

参事（兼） 
農地中間管理調整課長 

長谷部 英徳 事務局次長 

農地中間管理事業課長 佐 藤  明  

地域連携推進員 西 田  敏 東南村山地域 

 同 國 井 陽 悦 西村山地域 

 同 髙  橋   学 北村山地域 

 同 奥 山 秋 彦 最上地域 

 同 五十嵐 悦子 置賜地域 

 同 門 脇 勝 広 鶴岡・田川地域 

 同 山 口 喜 和 鶴岡地域 

 同 前  田   誠 酒田・飽海地域 

一般社団法人山形県農業会議 
事務局長 五十嵐  淳 事務局次長 

主任 髙 野 浩 之  

山形県農林水産部    

 

農業経営・所得向上 
推進課 

課長 髙 橋 和 博 事務局長 

課長補佐 
（総括・構造政策担当） 

森谷 伊都子  

農地調整・構造政策主査 山  口   洋  

主事 清 水 直 斗  

主事 大 川 康 平  

事務員 佐々木 俊二  

農村整備課 

課長 安 達 邦 明 事務局次長 

課長補佐 

（農地中間管理担当） 
松 木 英 紀 

 

農地中間管理主査 大 沼 裕 司 
 

主事 矢 萩 宜 久  

 



令和５年１１月１５日 

農業経営・所得向上推進課 

 

地域支援チーム及び課題解決検討チームのモデル地域について 
 

№ 
チーム名 

（チーム長） 
モデル地域 取組み概要 

１ 地域支援チーム 

① 地域支援チーム（村山地域） 
大石田町 

（次年子地区） 
中山間地域における持続可能な営農形
態の検討 

② （村山総合支庁農業振興課） 
山形市 

（南山形地区、 

南沼原地区） 
「地域まるっと中間管理方式」の導入 

③  尾花沢市 
人・農地プラン「35 地区」を地域計画

「５地区」への再編 

④ 地域支援チーム（最上地域） 
最上町 

（立小路地区） 

中山間地域における集落営農組織の法

人化の検討 

⑤ （最上総合支庁農業振興課） 
大蔵村 

（滝の沢地区） 

中山間地域における最新の土地利用状

況を踏まえた農地集約の検討 

⑥ 地域支援チーム（置賜地域） 
飯豊町 

（中津川地区） 
「地域まるっと中間管理方式」の導入 

⑦ （置賜総合支庁農業振興課） 
高畠町 

（上平柳地区） 

将来の担い手不足解消と他作物への転

換を目指した話合いの進め方の検討 

⑧ 地域支援チーム（庄内地域） 

鶴岡市 
（湯田川地区、野田目

地区、中里地区、宝谷

地区、東岩本地区） 

モデル５地区における地域計画策定の

試行 

⑨ （庄内総合支庁農業振興課） 
庄内町 

（立谷沢地区） 

担い手への農地集約を含めた地域計画

策定に向けた話合いの進め方等の検討 

２ 課題解決検討チーム 

① 樹園地継承課題解決検討チーム 東根市 
担い手の育成・確保、担い手不在樹園

地の中間管理等の検討 

② （農業経営・所得向上推進課） 朝日町 
移住就農による担い手の確保、担い手

不在樹園地の中間管理等の検討 

③ 中山間地域課題解決検討チーム 
鶴岡市 

（温海地域） 

遊休農地の有効活用方策と労働力確保

対策の検討 

④ （山形県農業会議） 
庄内町 

（立谷沢地域） 

保全管理による遊休農地の有効活用方

策の検討 
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　資料１　



 

  

 令和５年１１月１５日 

農業経営・所得向上推進課 

樹園地継承課題解決検討チームの取組みについて 

 

１ 目 的 

  高品質な果樹の生産力の維持と果樹農家における所得の維持・向上を図るため、県・

市町村・関係機関が一体となり、課題解決に取り組む地域とともに、樹園地の継承を促

進する有効な手法を検討し、「果樹王国やまがた再生・強靭化協議会」において新たな

仕組みを作り、円滑な継承につなげる。 

 

２ 内 容 

（１）現地検討会の開催による樹園地継承に係る現状・課題の把握 

（２）現地検討会を踏まえた樹園地継承の手法の検討 

 

３ 対象エリア・樹種 

№ 対象エリア 樹 種 備 考（選定の背景） 

１ 東 根 市 さくらんぼ(平場の樹園地) さくらんぼの主産地 

２ 朝 日 町 りんご(中山間の樹園地) 中山間を代表する樹園地 

 

４ 令和５年度の活動 

時 期 内  容 参集者 

５月 19 日(金) あさひりんごの郷協議会第１回連携機関調

整会議において、県や関係機関における支

援事業についての説明 

あさひりんごの郷協

議会、ふるさと山形

移住・定住推進セン

ター 等 

５月 29 日(月) 東根市における第１回三団体会議におい

て、農業経営・所得向上推進課及び北村山

農業技術普及課による助言 

東根市（農林課、農業

委員会）、ＪＡさくら

んぼひがしね 

７月 13 日(木) 

  ～ 

７月 14 日(金) 

モデル地域（朝日町）において、関係者が

樹園地の現地確認を行いながら、園地の区

分（優良、保全、改良）の基準や区域を検

討するため、現地検討会を開催 

朝日町（農林振興課、

農業委員会）、あさひ

りんごの郷協議会事

務局 等 

７月 19 日(水) 樹園地継承に向けた各モデル地域（東根

市、朝日町）におけるこれまでの取組みと今

後の取組みについて意見交換会を実施 
・各地域における取組みの紹介 
・樹園地の継承に向けた共通課題の抽出 

東根市（農林課、農業

委員会）、朝日町（農

林振興課、農業委員

会）、あさひりんごの

郷協議会事務局 等 

８月８日（火） 樹園地の生産性向上、継承、遊休農地解消

を促進するための団地化等による生産基盤

の強化・改善策や樹園地を担う人材、組織等

の育成・確保について意見交換を実施 

農林水産部関係各課

（園芸大国推進課、

農村計画課、農業経

営・所得向上推進

課） 
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資料２－１



 

８月 30 日（水） 東根市において樹園地継承に向けた具体

的な取組みを議論するため、現地視察・検討

会を実施 

ＪＡさくらんぼひが

しね、農林水産部関

係各課 
10 月 13 日(金) 朝日町において、後継者が不在となる樹園

地の中間管理について、ワークショップを開

催（１回目） 

朝日町（農林振興

課）、フィデア情報総

研 等 
10 月 20 日(金) 東根市において、具体的なエリアを設定

し、樹園地の生産性向上等を促進するための

整備手法や進め方等を検討するワークショ

ップを開催（１回目） 

東根市（農林課、農業

委員会）、ＪＡさくら

んぼひがしね 等 

11 月２日(木) 

 

 

朝日町において、樹園地の中間管理を担う

新しい組織のあり方について、ワークショッ

プを開催（２回目） 

朝日町（農林振興

課）、フィデア情報総

研 等 
 

５ 樹園地継承に係る共通課題、対応の方向性と具体的な取組み 

樹園地継承に係る共通課題 

 対応の方向性 具体的な取組み 

（１）経営継承の相談窓口がない 

 
樹園地継承の相談対応や関

係機関との調整を行う相談

窓口の設置 

・ モデル地域（朝日町）において、樹園地継承に係る

相談窓口を R5.5 に設置 

・ 市町村による相談員配置を支援し、専属スタッフ

の配置を働きかけ（元気な農業人材確保プロジェクト事業） 

（２）離農のタイミングを把握しづらい 

 
農業者の耕作・離農意向や

後継者の確保状況等の把握

するためのアンケート 

・ 地域計画の策定に向けた意向調査を活用し、離農

者の把握と継承すべき樹園地の絞り込みを促進 

（３）移譲希望（出し手）、継承希望（受け手）の情報がなく、マッチングが困難 

 
出し手、受け手情報を集約し

関係機関と共有するため、

データベースの活用 

・ 農業委員会サポートシステム※による出し手と受け

手の情報整理とマッチングを市町村に働きかけ 

  ※ 農地台帳情報を管理し、利用状況等を地図表示できるもの。 

（４）継承する樹園地の優先度の基準がない 

 
優先的に継承するエリアの

ゾーニングや園地のランク基

準などの設定 

・ モデル地域（東根市、朝日町）で関係者によるゾー

ニング地図素案を作成済み 

・ ゾーニング地図をベースとして、地域の関係者の

合意形成・団地化エリアの絞り込みを促進 

（５）継承に向け再整備が必要な園地あり 

 
補助事業を活用した生産性

が高く、初期投資を軽減する

果樹団地の整備 

・ ゾーニング地図を活用し、出し手と受け手の合意

形成を促進 

・ 新規就農者の園地確保のため、条件の悪い園地の

改良・団地化エリアの選定を促進 
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（６）継承者へ技術指導が必要。地域外の継承者に対する就農支援が必要 

 
技術支援や就農支援などに

よる多様な担い手の育成・確

保 

・ 半農半Ｘなど多様な人材による第三者継承を促進

するため、①就農のきっかけづくり、②お試し就農

や技術習得機会を提供（元気な農業人材確保プロジェクト事業） 

（７）継承は個別性が高く、地域事情やケースに応じて支援、フォローが必要 

 
地域における新規就農者の

受入・フォロー体制の整備・

強化 

・ ①新規就農者受入協議会の立上げや活性化、②先

輩農家による農業技術指導により新規就農者の受入

れ・支援体制を整備・強化 

（元気な農業人材確保プロジェクト事業） 

（８）継承者がすぐに見つからない場合、空き樹園地の管理が必要 

 
担い手不在の樹園地を管理

する仕組み・体制の整備 

・ 中間管理について、新たな管理方式（市町村と他業

種（建設業など）やＪＡ子会社等との連携など）を検討 

 

６ 今後の対応方針 

  担い手が不在となる園地を新規就農者に優良園地として継承できるよう、①出し手と

受け手をマッチングする仕組みや②地元負担の少ない樹園地の整備手法を検討する。 

 

７ 今後のスケジュール（予定） 

時 期 内  容 参集者 

11 月下旬以降 東根市において、具体的なエリアを設定

し、トレーニングファームを運営する組織

や手法を検討するワークショップを開催

（２回目） 

東根市（農林課、農業

委員会）、ＪＡさくら

んぼひがしね 等 

 モデル地域において、担い手が不在となる

樹園地を管理する仕組みについて、新たな

管理方式を検討するためのワークショップ

等を開催 

 

令和６年３月 モデル地域において、担い手不在となる樹

園地を管理する仕組みについて、市町村と

他業種（建設業など）やＪＡ子会社など新

たな管理方式の提案 
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水

田
と

比
較

し
、

担
い

手
へ

の
集

積
率

が
低

い
※

 水
田

78
.3

％
、

畑
･樹

園
地

37
.8

％
（

R5
.3

現
在

）

（
１
）

果
樹
を
巡
る
現
状

技
術

面
の

課
題

・
水

稲
等

と
比

べ
機

械
化

・
省

力
化

が
難

し
く

、
規

模
拡

大
に

限
界

が
あ

る
・

生
産

技
術

に
よ

っ
て

収
量

や
品

質
に

差
が

出
や

す
い

・
生

産
者

の
剪

定
･管

理
技

術
に

個
人

差
が

あ
り

、
他

の
生

産
者

の
園

地
を

引
き

受
け

に
く

い
・

管
理

が
行

き
届

か
な

い
園

地
で

は
、

病
害

虫
の

問
題

が
生

じ
た

り
、

収
量

･品
質

の
回

復
が

困
難

経
済

面
の

課
題

・
新

植
か

ら
成

木
ま

で
年

数
が

か
か

り
、

収
量

確
保

ま
で

の
期

間
が

長
い

・
立

木
伐

根
、

整
地

に
多

額
の

経
費

が
か

か
る

そ
の

他
の

課
題

・
廃

業
す

る
タ

イ
ミ

ン
グ

を
捉

え
に

く
い

・
手

を
か

け
た

樹
体

へ
の

思
い

入
れ

が
強

い
（

他
人

に
譲

り
た

く
な

い
と

い
う

思
い

が
あ

る
）

・
園

地
継

承
を

推
進

す
る

た
め

の
推

進
体

制
が

な
い

（
人

・
農

地
プ

ラ
ン

の
話

し
合

い
に

果
樹

生
産

者
が

積
極

的
に

関
わ

っ
て

い
な

い
）

・
住

宅
地

周
辺

の
開

発
が

可
能

な
園

地
は

資
産

と
し

て
捉

え
ら

れ
、

継
承

が
困

難

（
１

）
ゾ

ー
ニ

ン
グ

地
図

の
活

用
の

検
討

樹
園
地
継
承
に
関
す
る
情
報
の
見
え
る
化
が
必
要

優
良

な
園

地
が

引
き

継
が

れ
ず

、
荒
廃
園
地
が
増
加

（
２
）

樹
園
地
継
承
の
課
題

減
少

低
率

（
３
）

樹
園
地
の
継
承
を
進
め
る
上
で
の
課
題
と
対
応
策
に
つ
い
て

・
経

営
継

承
の

相
談

窓
口

が
な

い
☞

樹
園

地
継

承
の

相
談

対
応

や
関

係
機

関
と

の
調

整
を

行
う

相
談

窓
口

の
設

置
課

題
と

対
応

１

・
離

農
の

タ
イ

ミ
ン

グ
を

把
握

し
づ

ら
い

☞
農

業
者

の
耕

作
・

離
農

意
向

や
後

継
者

の
確

保
状

況
等

を
把

握
す

る
た

め
の

ア
ン

ケ
ー

ト
課

題
と

対
応

２

・
移

譲
希

望
（

出
し

手
）

、
継

承
希

望
（

受
け

手
）

の
情

報
が

な
く

、
マ

ッ
チ

ン
グ

が
困

難
☞

出
し

手
、

受
け

手
の

情
報

を
集

約
し

、
関

係
機

関
と

共
有

す
る

た
め

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

活
用

課
題

と
対

応
３

・
継

承
す

る
樹

園
地

の
優

先
度

の
基

準
が

な
い

☞
優

先
的

に
継

承
す

る
エ

リ
ア

や
園

地
の

ラ
ン

ク
基

準
な

ど
の

設
定

課
題

と
対

応
４

・
継

承
に

向
け

て
再

整
備

が
必

要
な

園
地

が
あ

る
☞

補
助

事
業

を
活

用
し

た
生

産
性

が
高

く
、

初
期

投
資

を
軽

減
す

る
果

樹
団

地
の

整
備

課
題

と
対

応
５

・
継

承
者

へ
の

技
術

指
導

や
地

域
外

の
継

承
者

に
対

す
る

就
農

支
援

が
必

要
☞

技
術

支
援

や
就

農
支

援
な

ど
に

よ
る

多
様

な
担

い
手

の
育

成
・

確
保

課
題

と
対

応
６

・
継

承
は

個
別

性
が

高
く

、
地

域
事

業
や

ケ
ー

ス
に

応
じ

て
支

援
や

フ
ォ

ロ
ー

が
必

要
☞

地
域

に
お

け
る

新
規

就
農

者
の

受
入

・
フ

ォ
ロ

ー
体

制
の

整
備

・
強

化
課

題
と

対
応

７

・
継

承
者

が
す

ぐ
に

見
つ

か
ら

な
い

場
合

、
空

き
樹

園
地

の
管

理
が

必
要

☞
担

い
手

不
在

の
樹

園
地

を
管

理
す

る
仕

組
み

・
体

制
の

構
築

課
題

と
対

応
８

（
２

）
中

間
管

理
を

担
う

新
し

い
組

織
の

検
討

（
３

）
地

元
負

担
の

少
な

い
樹

園
地

の
整

備
手

法
の

検
討

東
根

市
の

ゾ
ー

ニ
ン

グ
イ

メ
ー

ジ
図

①
ゾ

ー
ニ

ン
グ

地
図

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、

地
域

の
関

係
者

の
合

意
形

成
や

団
地

化
エ

リ
ア

の
絞

り
込

み
を

促
進

②
地

域
計

画
の

策
定

に
向

け
た

意
向

調
査

を
活

用
し

、
離

農
者

の
把

握
と

継
承

す
べ

き
樹

園
地

の
絞

り
込

み
を

促
進

【
新

し
い

組
織

が
担

う
べ

き
業

務
（

案
）

】

①
樹

園
地

の
生

産
基

盤
を

整
備

す
る

な
ど

、
地

域
営

農
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
②

農
作

業
受

託
や

人
材

派
遣

（
外

国
人

を
含

む
）

な
ど

労
働

力
の

提
供

③
共

同
利

用
の

農
業

用
機

械
や

施
設

の
管

理
④

新
規

参
入

者
の

相
談

窓
口

や
受

入
体

制
の

整
備

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
フ

ァ
ー

ム
の

運
営

⑤
樹

園
地

の
出

し
手

と
受

け
手

の
マ

ッ
チ

ン
グ

や
離

農
農

家
の

樹
園

地
の

中
間

管
理

⑥
農

場
経

営
（

農
作

物
の

生
産

）
⑦

農
作

物
の

販
売

（
輸

出
を

含
む

）

利
益
を
生
み
出
す
仕
組
み
が
必
要

地
域

の
合

意

提 案
①

地
域

ま
る

っ
と

中
間

管
理

方
式

の
導

入
②

Ｊ
Ａ

出
資

型
法

人
の

設
立

な
ど

③
鳥

獣
害

の
被

害
状

況
や

農
業

用
施

設
や

機
械

の
遊

休
状

況
を

マ
ッ

ピ
ン

グ
し

、
関

係
者

で
共

有

【
活

用
の

方
策

（
案

）
】

①
合

意
形

成
が

図
ら

れ
た

区
画

か
ら

先
行

し
て

、
果

樹
団

地
の

整
備

を
推

進
（

農
地

耕
作

条
件

改
善

事
業

な
ど

を
活

用
）

②
県

営
農

地
整

備
事

業
の

実
施

を
検

討
地

区
座

談
会

や
事

業
説

明
会

の
開

催
、

営
農

検
討

組
織

の
設

立
、

営
農

ビ
ジ

ョ
ン

の
作

成
、

地
域

内
で

の
調

査
同

意
（

95
％

以
上

）

朝
日

町
の

ゾ
ー

ニ
ン

グ
イ

メ
ー

ジ
図

【
整

備
の

イ
メ

ー
ジ

】

【
整

備
の

進
め

方
の

イ
メ

ー
ジ

】

・
遊

休
農

地
が

点
在

し
て

い
る

・
樹

園
地

の
規

模
、

樹
種

が
混

在
し

て
い

る
・

後
継

者
が

不
在

の
樹

園
地

が
あ

る
・

農
道

や
水

利
が

整
備

さ
れ

て
い

な
い

・
遊

休
農

地
が

解
消

さ
れ

、
樹

園
地

が
ま

と
ま

っ
て

い
る

・
既

存
農

家
は

、
生

産
性

の
優

れ
た

樹
園

地
で

営
農

で
き

る
・

新
規

就
農

者
の

受
入

や
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
フ

ァ
ー

ム
の

設
置

に
適

し
た

樹
園

地
と

な
る

・
農

道
や

水
利

な
ど

の
営

農
環

境
が

改
善

し
、

ス
マ

ー
ト

農
業

に
も

対
応

5
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令和５年度 中山間地域課題解決検討チームにおける取組状況について 

 

１ 主な背景（課題） 

中山間地域は、①急傾斜・アクセス不便等により担い手への集積が困難であること、②高齢

化より受け手がいないこと、③条件不利地を里山に返した場合に緩衝地帯がなくなり鳥獣被害

が心配されること等から、遊休農地や荒廃園地の増加が懸念されている。 

 

２ 目 的 

中山間地域集落を維持するため、県・市町村・関係団体が一体となり、課題解決に取り組む

対象地域とともに、高齢化による離農や担い手人口の減少等により生じた遊休農地の有効活用

方策を検討し、中山間地域の遊休農地解消につなげる。 

 

３ 令和５年度目標 

 （１）有効活用方策実施に係る課題解決を図るための勉強会を開催する。 

 （２）モデル２地域における遊休農地の有効活用方策と労働力確保対策の検討・提案を目指す。 

 

４ 中山間地域課題解決検討チーム活動 

（１）全 体（実 績） 

実施月 実施名 内容 

9/8（金） 
セミナーの開催 

 オンライン開催（Zoom） 

① まるっと中間管理方式 

  講師：魅力ある地域づくり研究所 

      代表 可知 祐一郎 氏 

② 地域計画の優良事例 

  発表者：島根県江津市農林水産課 

     課長補佐 山本 国義 氏 

③ 特定地域づくり協同組合制度 

  発表者：おぐにマルチワーク事業 

協同組合 

事務局長 吉田 悠斗 氏 

※参加者（講師等含む）：１０３名 

 

 

 

令 和 ５年 11 月 15 日 

（一社）山形県農業会議 
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（２）鶴岡市温海地域 

 ① チーム活動における主なポイント 

・温海地域版まるっと中間管理方式の活用方針を決定 

・集落戦略や地域計画及び目標地図との調整（意向アンケートの集計・分析） 

・地域農業者への合意形成の促進 

・特定地域づくり協同組合制度を活用したマルチワークの仕組みの検討 

・ゾーニング（案）作成と農地保全区域での粗放的利用の検討 

 

 ② 活動事例 

    資料３－２のとおり 

 

 

 （３）庄内町立谷沢地域（庄内地域支援チームと連携してチーム活動を実施） 

① チーム活動における主なポイント 

・集落戦略や地域計画及び目標地図との調整 

・地域農業者の合意形成の促進 

・保存エリアとゾーニングに向けた話し合い活動 

  

② 活動事例 

  資料３－３のとおり 

 

５ 参考資料 

  まるっと中間管理方式について ・・・ 資料３－４ 

  特定地域づくり事業協同組合制度について ・・・ 資料３－５ 
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-R
5-

○
R5

.6
活

動
方

針
よ

り
項

目
ご

と
に

ま
と

め
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

○
R5

.7
現

地
の

農
地

確
認

と
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
よ

る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
図
の
作
成

○
R5

.9
・

「
ま
る
っ
と
中
間
管
理
方
式

」
や

「
特

定
地
域
づ
く
り
協
同
組
合
制
度

」
等

を
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

・
「
ま
る
っ
と
中
間
管
理
方
式
」
の
提
唱

者
で
あ
る
可
知
氏

と
、

温
海

地
域

で
同

方
式

を
活

用
す

る
こ

と
に

つ
い

て
分
析
・
討

論
会
を
実
施

-R
4-

○
R4

.1
0

チ
ー
ム
結
成

○
随

時
活

動
方

針
と

進
め

方
を

協
議

（
打

合
せ

・
会

議
）

中
山
間
課
題
解
決
検
討
チ
ー
ム
（
鶴
岡
市
温
海
地
域
）
の
活
動
事
例

令
和

５
年

１
１

月
１

５
日

中
山

間
地

域
課

題
解

決
検

討
チ

ー
ム

温
海
地
域
に
お
け
る
未
来
の
農
業
を

守
る
た
め

農
地

と
人

の
対
策
が
急
務
！

・
中

山
間

地
域

集
落

を
維

持
す

る
た

め
、

県
・

市
町

村
・

関
係

団
体

が
一

体
と

な
っ

た
中
山
間
地
域
課
題
解
決
検
討
チ
ー
ム
を
結
成

。
・
「
農
業
上
の
利
用
が
行
わ
れ
る
区
域
」
や
「
保
全
等
を
進
め
る
区
域
」
等
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ

の
う

え
、

高
齢

化
に

よ
る

離
農

や
担

い
手

人
口

の
減

少
等

に
よ

り
生

じ
た

中
山

間
地

域
の

遊
休

農
地

解
消

に
つ

な
げ

る
た

め
、
遊
休
農
地
の
有
効
活
用
方
策
を
検
討

す
る

。

概
要

鶴
岡

市
温

海
地

域
に

お
け

る
以

下
の

方
策

等
の

検
討

・
提

案
を

目
指

す
。

①
遊
休
農
地
の
有
効
活
用
方
策

②
労
働
力
確
保
対
策

目
標

鶴
岡
市
温
海
地
域
の
現
状
・
課
題

１
現
状 作

付
面

積
63

6h
a

後
継

者
の

有
無

・
高

齢
化

と
後

継
者

不
足

・
作

付
け

面
積

の
減

少

２
課
題

80
％

減
少
↓

稲
作
農
家
の

人
数

人
口

年
齢

構
造

63
6.

2 ha
80

4
経

営
体

42
経

営
体

耕
作

面
積

経
営
体

総
数

中
心

経
営
体

57
％

減
少
↓

水
稲

面
積

(h
a)

現
地
確
認

分
析
・
討
論
会

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

ゾ
ー

ニ
ン

グ
図

−
遊
休
農
地
の
有
効
活
用
方
策
−

今
後
の
取
り
組
み

R6
〜

ゾ
ー

ニ
ン

グ
図

を
活

用
し

た
「

地
域

計
画

」
「

目
標

地
図

」
の

作
成

と
「

集
落

戦
略

」
と

の
整

合
性

を
図

り
つ

つ
、
国
の
制
度
（
農
山
漁
村

振
興
交
付
金
な
ど
）
を
活
用
し
、
遊
休
農
地
の

有
効
活
用
方
策
を
検
討

R6
〜

国
の

制
度

（
特
定
地
域
づ
く
り
協
同
組
合
制
度

な
ど
）

を
活

用
し

た
「
あ
つ
み
労
働
力
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
」
の
設
立
を
検
討

R6
.6
〜
7

ま
る

っ
と

中
間

管
理

方
式

を
活

用
し

た
「
あ
つ
み
農
地
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
」
の
設
立

−
労
働
力
確
保
対
策
−

R5
.1
1〜

R6
.5

「
ま
る
っ
と
中
間
管
理
方
式

」
の

活
用

に
つ

い
て

検
討

・
調

整
等

鳥
獣

緩
衝

帯
整

備
蜜

源
作

物
栽

培
な

ど

㈱
あ
つ
み
農
地

保
全
組
合

鶴
岡
市

JA
庄
内
た
が
わ

(一
社

)山
形
県

農
業
会
議

山
形
県
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地
域
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、

遊
休
農
地

の
対
策
が
急
務
！

概
要

目
標

庄
内
町
立
谷
沢
地
域
の
現
状
・
課
題

１
現
状

作
付

割
合

後
継

者
の

有
無

・
高

齢
化

と
後

継
者

不
足

・
遊

休
農

地
の

増
加

が
懸

念
・

地
域

を
牽

引
す

る
農

家
が

い
な

い

２
課
題

人
口

年
齢

構
造

45
8 ha

98
経

営
体

52
経

営
体

経
営

耕
地

面
積

経
営
体

総
数

中
心

経
営
体

今
後
の
取
り
組
み

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

※
庄

内
町

意
向

調
査

※
令

和
４

年
度

版
庄

内
町

の
統

計

※
経

営
耕

地
面

積
・

経
営

体
総

数
：

20
20

年
農

林
業

セ
ン

サ
ス

※
中

心
経

営
体

：
人

・
農

地
プ

ラ
ン

８
％

減
少
↓

経
営

耕
地

面
積

(h
a)

47
％

減
少
↓

農
業

経
営
体

※
20

20
年

農
林

業
セ

ン
サ

ス

・
中

山
間

地
域

集
落

を
維

持
す

る
た

め
、

県
・

町
が

一
体

と
な

っ
た
中
山
間
地
域
課
題
解
決

検
討
チ
ー
ム
を
結
成

。
・
地
域
支
援
チ
ー
ム
（
事
務
局
：
庄
内
総
合
支
庁
）
の
取
組
み
と
連
携

し
、

地
域

計
画

と
の

調
整

を
図

り
つ

つ
、

高
齢

化
に

よ
る

離
農

や
担

い
手

人
口

の
減

少
等

に
よ

り
生

じ
た

中
山

間
地

域
の

遊
休

農
地

解
消

に
つ

な
げ

る
た

め
、
遊
休
農
地
の
有
効
活
用
方
策
を
検
討

す
る

。

−
Ｒ
４
−

○
R4

.1
0

チ
ー
ム
結
成

(一
社

)山
形
県

農
業
会
議

山
形
県

庄
内
町

地
域
支
援
チ
ー
ム

連
携

○
随

時
打

合
せ

・
会

議
−
Ｒ
５
−

○
R4

.1
1〜

R5
.2

（
計

３
回

）
地

域
支

援
チ

ー
ム

と
合

同
で

中
心

経
営

体
を

交
え

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

○
R5

.8
活

動
方

針
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

○
R5

.9
・

「
ま

る
っ

と
中

間
管

理
方

式
」

や
「

特
定

地
域

づ
く

り
協

同
組

合
制

度
」

等
を

学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

・
庄

内
町

が
農

家
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

様
子

R5
.1

2
R6

.3
R6

.6
R6

.9
R6

.1
2 

R7
.3

 
：

中
山

間
チ

ー
ム

：
地

域
支

援
チ

ー
ム

（
参

考
）

地
域
で
の
合
意
形
成

保
全
エ
リ
ア
検
討
・
決
定

有
効
活
用
方
策
検
討

有
効
活
用
方
策

提
案

地
域
で
の
合
意
形
成

地
域
計
画
策
定

庄
内

町
立

谷
沢

地
域

に
お

い
て

、
地

域
計

画
等

と
の

調
整

を
図

り
つ

つ
、

遊
休
農
地
の
有
効
活
用
方
策
の
提
案

を
目

指
す

。令
和

５
年

１
１

月
１

５
日

中
山

間
地

域
課

題
解

決
検

討
チ

ー
ム

ア
ン
ケ
ー
ト
集
約

中
山
間
課
題
解
決
検
討
チ
ー
ム
（
庄
内
町
立
谷
沢
地
域
）
の
活
動
事
例
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１ 主な背景と課題 

 令和４年５月 20 日に成立した農業経営基盤強化促進法等の一部改正により、農地中間管

理機構（以下、「農地バンク」という。）は、農業委員会の意見を聴いて、農用地の貸借及

び農作業受委託等について定める「農用地利用集積等促進計画」を策定し、都道府県知事

の認可を受けることとなった（現行機構法の農用地利用配分計画と現行基盤法の市町村に

よる農用地利用集積計画を統合）。 

また、基盤法改正により、これまで基盤法により行われていた農地の貸し借りが、令和

６年度末までに、農地中間管理事業による農地の賃貸借に移行することとなる。 

 ① この都道府県知事の認可については、地方自治法に基づき、都道府県条例の改正によ

り市町村長に移譲することが可能とされた。 

 ② 基盤法からバンク法への取扱件数の大幅移行により、事務処理を行う農業委員会等の

事務負担の軽減が必要となる。 

 

２ 目  的 

① 権限移譲によるメリットを整理するとともに、希望する市町村に対して権限移譲を推

進する。 

② 取扱件数の大幅増に対応するための対策を検討する。 

 

３ 具体の取組み内容 

① 令和４年度は酒田市と尾花沢市に権限を移譲した。権限移譲により、県の手続き日数

（認可３日・公告７日の約 10 日間）が短縮される、などのメリットを整理して、丁

寧に説明するとともに、本県では、移譲する場合は「山形県事務処理の特例に関する

条例」を改正する必要があることから、移譲を希望する市町村に対して、事前に内容

を説明する。 

② 取扱件数の増加に対応するため、次のような対策や事務手続きの簡素化の検討を行う。 

・農地の賃貸借に係る事務量増加等への対策の検討 

・取扱増加に伴い懸念される未収金に対する農地バンクの負担軽減策の検討 

   ・法改正に伴う事務手続きの見直し(書類の簡素化の検討) ⇒詳細は別紙のとおり 

 

４ 経過及び今後の予定 

・５月 15 日 ①条例所管課（市町村課）と協議開始【県】 

・市町村課では、山形県事務・権限移譲推進プログラムに基づき作成し 

た移譲リストを各市町村へ提供し、希望調査（手挙げ方式）を実施 

・５月 17 日  ②事務手続きの見直しに係る打合せ【県・農地バンク】 

・法改正に伴う事務手続きの見直し(書類の簡素化の検討) 

・５月 18 日 ②未収金に対する農地バンクの負担軽減に係る施策提案検討【県】 

・未収金が生じた場合の農地バンクの負担軽減策として政府に行う施策

提案の内容を県議会に説明 

農地バンク機能強化検討チームの取組状況について 

令和 ５ 年 11 月 15 日 
農 村 整 備 課 
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・６月 ８日  ①・②山形県農地集積・集約化プロジェクト会議 

・同会議にて「農地バンク機能強化検討チーム」の取組方針説明 

・６月 ８日 ②政府に対して施策提案（未収金の農地バンク負担軽減策）【県】 

・６月 12 日 ①・②第１回農地バンク機能強化検討チーム打合せ 

・今年の活動方針の決定 

・６月 27 日 ②事務手続きの見直し(書類の簡素化)の市町村への説明【農地バンク】 

・農地バンクの説明会にて説明 

・７月 14 日 ①・②第２回農地バンク機能強化検討チーム打合せ 

・市町村ヒアリング方針決定 

・７月 13 日 ②事務手続きの見直し(書類の簡素化)の市町ヒアリングの実施 

～８月９日 【本検討チーム】 

      ・代表市町村８市町へのヒアリング 

      （山形市、天童市、新庄市、最上町、川西町、飯豊町、鶴岡市、酒田市） 

・８月 25 日 ①・②第３回農地バンク機能強化検討チーム打合せ 

・市町村ヒアリング取りまとめ、促進計画資料の簡素化方針決定 

・９月 29 日 ①・②第４回農地バンク機能強化検討チーム打合せ 

・促進計画資料の簡素化版の確認 

・他の都道府県で権限移譲をしている状況の情報収集 

        鳥取県：県が主体となり、19 市町のうち 17 市町が準備を進めている。 

            メリットとして認可スケジュールが１か月短縮。 

        京都府：全市町村に権限移譲した。 

        今後、他県も含めて引き続き情報収集する。 

・10 月 24 日 ①・②第５回農地バンク機能強化検討チーム打合せ 

・促進計画資料の簡素化版の最終決定 

（今後の予定） 

・11 月中旬 ①都道府県知事認可の権限移譲に係る市町村への事務・権限移譲に係る打

合せの開催 

・市町村への制度説明 

・11 月下旬 ②事務手続きの見直し(書類の簡素化)促進計画書類の市町村への通知 

【農地バンク】 

・11 月下旬 ①権限移譲の希望市町村の決定【県】 

・12 月中旬 ②事務手続きの見直し(書類の簡素化)促進計画書類の市町村への説明 

【農地バンク】 

・促進計画書類の説明会を開催 

・令和６年１月  ①新たな希望市町村への知事認可権限移譲引継ぎ【県】 

・３月(予定)  ①２月議会にて予算審議・県条例改正審議承認後、令和６年４月施行【県】 

・随   時  ②各農業委員会が発行する広報誌へ掲載し広く農家へ周知【農業会議・農 

地バンク】 

 

以 上 
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農地中間管理事業に係る書類の簡素化について 
 

１ 書類の簡素化に向けた検討について 

農業経営基盤強化促進法等の一部改正に伴い、農地中間管理事業の事務取扱量が相当量増え

ることが予想される。そのため、「山形県農地集積・集約化プロジェクト会議」の農地バンク

機能強化検討チームにおいて、実際に業務を行っている市町村の農業委員会等の担当者から

ヒアリングを実施し、必要な書類の簡素化に向けた検討を行う。 

 

２ 今年６月８日のプロジェクト会議後の対応状況 

・６月 12 日 第１回農地バンク機能強化検討チーム打合せ【今年の活動方針の決定】 

・６月 27 日 事務手続きの見直し(書類の簡素化)の検討を行うことを市町村に説明 

・７月 14 日 第２回農地バンク機能強化検討チーム打合せ【ヒアリングする市町村を決定】 

・７月 13 日～８月９日 事務手続きの見直し(書類の簡素化)の市町村ヒアリングの実施 

・８月 25 日 第３回農地バンク機能強化検討チーム打合せ【ヒアリング取りまとめ、 

促進計画資料の簡素化の方針を決定】 

・９月 29 日 第４回農地バンク機能強化検討チーム打合せ【簡素化書類素案の協議】 

・10 月 17 日 農業会議の事務研究会の場で簡素化した書類の案を主な市町村に提示して意見 

      を聞き取り 

・10 月 24 日 第５回農地バンク機能強化検討チーム打合せ【17 日の聞き取り結果の協議】 

 

３ ヒアリングの実施 

対 象：県内４ブロックごと２市町村（農地中間管理事業の取扱量の多い５市３町） 

・７月 13 日 酒田市農業委員会 

・８月 ３日  天童市農林課、山形市農業委員会 

・８月 ４日 飯豊町農林振興課、川西町農地林務課 

・８月 ９日 鶴岡市農業委員会、新庄市農林課 

・書類を収集  最上町農業振興協議会 

   出席者：山形県農村整備課、農業会議、やまがた農業支援センターの担当者 

 

４ 書類の簡素化を図る項目（主なもの） 

（１）様式等について 

  ・マッチング案（借受者一覧）の見直し（土地改良区名の削除、賦課金滞納の確認等） 

  ・相続関係図の省略、共通事項の見直し（抵当権、所有権移転の仮登記等の確認） 

  ・押印又は自署（農用地利用集積等促進計画等）の見直し 

  ・市町村・委託先の添書の押印廃止 

  ・その他契約更新時の簡素化等 

（２）添付資料について 

・全部事項証明書（不動産登記簿）の省略 

・通帳の写しの省略 

・戸籍謄本の写し（他に確認できる書類で代用できないか等）の省略 

（３）農地中間管理機構での契約（公告）の回数について 

  ・現行で年６回としている公告回数の増加 

 

５ 今後の予定 

（１）令和５年 11 月 15 日（水）第７回山形県農地集積・集約化プロジェクト会議 

（２）令和５年 11 月下旬（予定）簡素化書類の市町村通知             以 上 

令和５年 11月 15 日 

山形県農村整備課 
別 紙 
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地域支援チームの活動状況 

チーム長：村山総合支庁農業振興課 

１ チームの調整活動 

活動内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

５月３０日 
 
 

７月２６日 
８月２８日 

村山地域支援チーム会議を開催 
・構成メンバー間での情報、意識の共有 
 （アクションプラン、支援対象地区に対する取組み） 
地域計画・目標地図策定に関する第１回研修会の実施、参加 
地域計画・目標地図策定に関する第２回研修会の実施、参加 

 

２ 支援地区に対する取組み 

（Ｎｏ．１） 

市町村・地区名 大石田町 次年子地区（中山間地域） 

取組みの概要 中山間地域における持続可能な営農形態の検討 

取組みの課題 

法人化に向けた手法、支援策 

高収益作物の導入など将来の営農類型の検討 

基盤整備における地区負担金額の確保 

取組み内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

５月８日 
(未定) 

用排水路改修について大石田町と打合せを実施 
次年子地区において、地区住民を対象としたワークショップ
を実施（検討中） 

 

（Ｎｏ．２） 

市町村・地区名 
＜山形市独自事業のモデル地区に参画支援＞ 
山形市 南山形地区、南沼原地区（平地） 

取組みの概要 「地域まるっと中間管理方式」の導入 

取組みの課題 「地域まるっと中間管理方式」に対する農業者の理解促進 

取組み内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

 

 

 

山形市における以下の独自取組みに対し、引き続き助言等を

実施 

①集約に向けた地区会議の実施（南山形、南沼原） 

②「地域まるっと中間管理方式」の勉強会の実施（南山形） 

 ・農地を借り受ける一般社団法人を年度内に立上げ予定 

 

（Ｎｏ．３） 

市町村・地区名 尾花沢市 全域 

取組みの概要 人・農地プラン「３５地区」を地域計画「５地区」への再編 

取組みの課題 
集落単位での話し合いを踏まえた地区毎の地域計画の策定 

他地区に先行する「推進地区」での地域計画の策定の取組み 

取組み内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

６月１４日 
 
１０月２３日 
 
１１月中 

第１回地域計画推進連絡会議 
・推進組織の設立、５地区での地域計画策定の承認 
第２回地域計画推進連絡会議 
・５地区での説明会開催など今後のスケジュールの確認 
５地区での「地域計画」説明会の開催 
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田
町
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地

区
で
の

地
域

支
援
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組
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大
石
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次
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概
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０
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が
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５
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５
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進

●
集

落
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収
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設
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事
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等
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③
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収
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営
農
類
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討
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地域支援チームの活動状況 

チーム長：最上総合支庁農業振興課 

１ チームの調整活動 

活動内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

 
５月 18 日 
～６月 15 日 

 
６月 23 日 

～８月４日 
 
６月 30 日 
 
 
７月 25 日 
 
 
７月 28 日 
及び８月 30 日 
 
(適宜) 

 
総合支庁担当者が管内市町村を訪問し、市町村担当者と地域
計画策定に向けた意見交換を実施 
 
総合支庁農業振興課長が管内市町村を訪問し、市町村担当課
長と地域計画策定に向けた意見交換を実施 
 
管内市町村担当者を参集し、担当者間で地域計画策定に向け
た情報交換を実施 
 
地域支援チーム会議を開催 
（メンバー間で管内市町村の進捗状況や課題等を共有） 
 
地域計画・目標地図策定に関する研修会を開催 
 
 
支援地区の町村（最上町・大蔵村）担当者や地区の担当者と打
合せを実施 
 

 

２ 支援地区に対する取組み 

（Ｎｏ．１） 

市町村・地区名 最上町 立小路地区（中山間地域） 

取組みの概要 

集落営農組織の法人化 

※立小路地区では、高齢化により離農が進む中にあって地域の農業を守るために
は農地の集積が必要と考え、そうした考えの実現には法人化が必要との思いか
ら、数年前に有志を募り７～８名で法人の設立を目指すこととしていた。 

取組みの課題 法人設立に向けた地域の合意形成 

取組み内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

 
５月 18 日 
 
 
８月 17 日 

 
最上町担当課長及び担当者、立小路地区代表者と打合せを実
施（地区の現状や課題等について聞取り） 
 
最上町担当者、立小路地区代表者と打合せを実施 
（今後の取組方針等について協議） 

・昨年度末に、立小路地区及び近隣地区の農業者を対象に法人
化に係る意向調査を実施したが、回収率は芳しくなく、一部
の農業者を除けば、地域農業の将来の在り方に対する意識が
必ずしも高くないことが判明。 

・今後は、必ずしも法人化にこだわるのではなく、まずは地域
計画策定に向けた協議の場において、地域内で将来の地域農
業の在り方について十分に話し合ってもらい、その中で法人
化の機運が高まった場合に支援を進めていく方向で検討。 
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（Ｎｏ．２） 

市町村・地区名 大蔵村 滝の沢地区（四ヶ村地区）（中山間地域） 

取組みの概要 農地の将来像に係る地域での話合い等 

取組みの課題 
・土地利用状況等の把握 
・農地の集約に係る利用調整 

取組み内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

 
５月 30 日 
 
 
８月 
 
10 月 26 日 
 
 
(12 月頃) 
 

 
大蔵村担当課長及び担当者と打合せを実施 
（地区の現状や課題等について聞取り） 
 
ドローンによる空撮を実施 
 
現地調査を実施（参加者：地区の代表者、大蔵村担当者、総合
支庁担当者） 
 
ワークショップの開催 
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⑴
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に
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四
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。
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地域支援チームの活動状況 

チーム長：置賜総合支庁農業振興課 
１ チームの調整活動 

活動内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

５月 16 日～24 日 
 
６月 14 日 
 
 
 
７月 24 日 
 
 
 
 
９月 15 日 
 
 
 
 
（12 月） 

・管内８市町を訪問し意見交換 
 
・第１回市町担当者会議 
（参集範囲）農業振興課、各市町（農政担当課、農業委員会） 
（協議内容）県からの情報提供、各市町間での情報交換 
 
・地域支援チーム会議 
（参集範囲）農業振興課、農業普及課、農村計画課、農村整備

課、農業支援センター推進員、土地改良区 
（協議内容）管内市町の進捗状況・課題の共有 
 
・第２回市町担当者会議 
（協議内容）モデル地区の事例紹介、各市町の進捗状況・課題

などを報告し、意見交換 
  →会議内容を地域支援チームメンバーと共有 
 
・第３回市町担当者会議 
（協議予定）課題・進捗状況の共有 
 

 

２ 支援地区に対する取組み（Ｎｏ．１） 

市町村・地区名 飯豊町 中津川地区（中山間地域） 

取組みの概要 
・中津川の農地をまとめて農地中間管理機構に貸し付け、その全ての農地を一般社

団法人が借り受ける「地域まるっと中間管理方式」を採用した取組み 

取組みの課題 

○一般社団法人への入会申込書等の受領に想定外の時間が必要 

  ・「中津川むらづくり協議会」（以下「協議会」という。）総会で事業計画を承認（→

合意形成が完了と認識） 

  ・入会申込書等の受領のため参加農家を戸別訪問したところ、踏ん切りのつかな

い人が多く、説得に想定外の時間を要した。（取組みへの理解不足、農地を預け

ることへの不安等） 

○不測の事態によるマンパワーの不足 

  ・貸し手・借り手データの取りまとめを担当する者（一般社団法人の社員）が、

不測の事態により不在となり、想定外の時間を要した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
取組み内容及び 
今後の取組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施日 
（予定日） 

内 容 

Ｒ３年度 

 

 

 
 
Ｒ４年度 

 

 
 
４月 18 日 
 
４月 28 日 

 
 
５月 10 日 

 
 
６月～12 月 10 

日頃 
 
９月 19 日   
 

・地区全住民で組織する協議会内に「農業検討特別委員会」（以下

「委員会」という。）を設置 

・委員会での協議を重ね「地域まるっと中間管理方式」の導入を検

討することで一致 
 
・委員会において「地域まるっと中間管理」方式の提唱者の講演を

受講、地区住民に同方式の仕組み等を説明し、理解・浸透を図っ

た。 
 
・設立法人の定款認証 
 
・協議会総会において法人設立の説明、活動経過の報告と事業計画

の承認 
 
・一般社団法人「ふぁーむなかつがわ」（以下「法人」という。）の

設立 
 
・戸別訪問による入会申込書（農地一覧の確認書類等を含む）の受

領 
 
・経営改善計画の認定申請 
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取組み内容及び 
今後の取組み 
 
 
 
 
 
 
 

９月下旬～10 

月上旬 
 
９月 28 日 
 
10～12 月 
 
12 月上旬 

 
 
（12～２月）   

 
 
（１～２月）   
 
（12 月下旬）  
 
（２月下旬） 
 
（Ｒ６年４月）  
 
（Ｒ６年４月） 
 
（Ｒ６年４～

６月） 
 

・貸し手・借り手データの農業委員会への提出（経営転換協力金の

受領のための手続き） 
 
・経営改善計画の認定（飯豊町） 
 
・中間管理機構との農地の借用契約 
 
・貸し手・借り手データの農業委員会への提出（地域集積協力金・

集約化奨励金の受領のための手続き） 
 
・法人運営に関する具体的なルール（会費、運営体制、農地の管理、

委託料等）の考案 
 
・法人会員（農家）との特定農作業受委託契約の締結 
 
・集積計画・配分計画の公告（経営転換協力金分）（飯豊町・県） 
 
・集積計画・配分計画の公告（地域集積協力金等分）（飯豊町・県） 
 
・地域集積協力金等の受領 
 
・協議会総会における法人の運営状況等の報告 
 
・法人の定時総会開催 

    （Ｎｏ．２） 

市町村・地区名 高畠町 上平柳地区（平地） 

取組みの概要 ・将来の担い手不足解消と他作物への転換を目指した話合いの進め方の検討 

取組みの課題 
・水稲単作地帯であり、水稲に代わる作物への移行 
・将来の担い手の不足 

取組み内容及び 
今後の取組み 

実施日 
(予定日) 

内 容 

４月 14 日 
 
５月 16 日 
 
７月 18 日 

 

 
 
８月 21 日 

 

 

 

 
 
９月５日 

 

 

 

 

 
 
11 月９日 

 

 

 
 
（11 月 20 日） 

・地区の代表者と役場担当者による打合せ 
 
・総合支庁担当者と役場担当者による打合せ 
 
・第１回地域における話合い 

（参加者）地域の主要な農業者、高畠町、農業振興課 

（協議結果）水稲に変わる作物についての議論に終始 
 
・次回話合いに向けた作戦会議 

（参加者）地区最大の中心経営体Ａ氏、高畠町、農業振興課 

（協議結果）次回は、①小麦、大豆を代替案として提示すること、

②65 歳以上で後継者がいない耕作者の地図と現耕作

者の色分け地図を合わせて提示すること 
 
・第２回地域における話合い 

（参加者）地域の主要な農業者、高畠町、農業振興課 

（協議結果）上記①により議論が活発化し、小麦や大豆の導入につ

いて、前向きに取り組んでいくこととなった。 

           上記②により、誰がどの農地を管理すると効率的なの

かイメージでき、目標地図作成に向けて前進した。 
 
・次回話合いに向けた事前の検討 

（参加者）地域の中心経営体、高畠町、農業振興課 

（協議内容）地域計画素案の提示、策定に伴うメリット(協力金･交

付金)・転換作物の検討 
 
・第３回地域における話合い 

（参加者）地域の主要な農業者、高畠町、農業振興課 

（協議内容）地域計画素案の提示、策定に伴うメリットの説明、転

換作物の協議 
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・
｢
中

津
川

む
ら

づ
く

り
協

議
会

｣
の

令
和

３
年

度
の

会
長
で
あ
る

Ａ
氏

が
、

｢
今

後
の

中
津

川
の

農
業

を
考

え
る

機
会
が
必
要
｣

で
あ

る
と

考
え

、
当

協
議

会
の

中
に

｢
農

業
検

討
特
別
委
員
会
｣

を
設

置
。

・
令

和
４

年
度

か
ら

｢
中

津
川

む
ら

づ
く

り
協

議
会
｣
の
会
長
に

Ｂ
氏

(
進
行
役
･
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
:
元
県
職
員
)
が
就
任
。

・
｢
農

業
検

討
特

別
委

員
会

｣
は

、
委

員
長

の
Ｃ

氏
(
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
:
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
を
受
講
)

の
ほ

か
、

７
名

か
ら

構
成
。

中
津

川
地

区
の

具
体
的
な
将
来

像
・

計
画

立
案

(
地
域
計
画
に
近
い
｢
形
｣
)
を

検
討

。

・
中

津
川

の
農

地
を

ま
と

め
て

農
地

中
間

管
理

機
構

に
貸

し
付

け
、

そ
の

全
て

の
農

地
を

一
般

社
団

法
人

｢
ふ

ぁ
ー

む
な

か
つ

が
わ

｣
が

借
り

受
け

る
。

・
機

構
集

積
協

力
金

の
交

付
を

受
け

、
法

人
の

運
営

費
用

と
す

る
。

●
飯

豊
町

中
津

川
地

区
の

事
例

Ｒ
３

地
区
に
お
け
る
今
後
の
農
業
に
関
す
る
協

議

○
一
般
社
団
法
人
へ
の
入
会
申
込
書
等
の
受
領
に
想
定
外
の
時
間
が
必
要

・
｢
中

津
川

む
ら

づ
く

り
協

議
会

｣総
会

で
事

業
計

画
を

承
認

(
→

合
意

形
成

が
完

了
と

認
識

)

・
そ

の
後

、
入

会
申

込
書

等
の

受
領

の
た

め
参

加
農

家
を

戸
別

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

踏
ん

切
り

の
つ

か
な

い
人

が
多

く
、

説
得

に
想

定
外

の
時

間
を

要
し

た
(
取

組
み

へ
の

理
解

不
足

、

農
地

を
預

け
る

こ
と

へ
の

不
安

等
)

○
不
測
の
事
態
に
よ
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足

・
貸

し
手

・
借

り
手

デ
ー

タ
の

取
り

ま
と

め
を

担
当

す
る

者
(
一

般
社

団
法

人
の

社
員

)
が

、

不
測

の
事

態
に

よ
り

不
在

と
な

り
、

想
定

外
の

時
間

を
要

し
た

。

▲
現

状
把

握
の

一
。

地
図

へ
の

落
と

し
込

み

・
中

津
川

を
も

っ
と

よ
く

し
て

い
く

目
的

で
Ｈ

２
に

設
立

・
地

区
の

非
農

家
も

含
む

全
住

民
で

組
織

【
中

津
川

む
ら

づ
く
り

協
議

会
】

地
域

ま
る

っ
と

中
間

管
理

方
式

の
導

入
計

画

上
記
の
ほ
か
、
担
い
手
と
持
続
可
能
な
収
益
の
確
保

(
農

地
の

集
約

化
の

促
進

、
独

自
ブ

ラ
ン

ド
の

検
討

)
に

つ
い
て
の
協
議
等
を
経
て
、
地
区
全
体
を
包
括
し
た
新
た
な
組
織
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
話
に

な
り
、
｢
地
域
ま
る
っ
と
中
間
管
理
」
方
式
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
と
い
う
結
論
と
な
っ
た

特
定

農
作

業
受

委
託

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
担

い
手

や
自

作
希

望
農

家
は

、
今

ま
で

ど
お

り
の

農
業

が
可

能

一
般
社
団
法
人
「
ふ
ぁ
ー
む
な
か
つ
が
わ
」
の
設
立

営
農
部
門

地
域
資
源
管
理
部
門

稲
作
・
畑
作
に
取
り
組
む

農
産
物
販
売
に
よ
る
収
入

営
農
で
き
な
い
農
地
の

保
全
管
理
、
草
刈
り
等

期
待
で
き
る

効
果

・
担

い
手

の
確
保

･･
･法
人
に
就
職
、
移
住
者
が
取
り
組
み
や
す
い

・
中

津
川

ブ
ラ

ン
ド

の
生

産
販

売
･･
･ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
や
す
く
な
る

・
遊

休
農

地
、

耕
作

放
棄

地
の

防
止
･･
･守
る
べ
き
農
地
を
地
域
み
ん
な
で
守
る

中
津

川
地

区

｢
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

｣
と
｢
話
合
い
を
す
る
場

｣
の
存

在

｢
農
業
検
討
特
別
委
員
会
｣の

活
動

○
地

域
の

人
・

農
地

の
意

向
把

握

→
農

業
検

討
特

別
委
員

会
に

よ
る

地
区

内
農
地

の
現

状
把

握

○
地

域
の

人
・

農
地

の
意

向
を

地
図

化

→
把
握
し
た
デ
ー
タ

の
マ
ッ
プ
化
・

収
益
性
を
試
算

Ｒ
４

地
域
ま
る
っ
と
中
間
管
理
方
式
の
導
入
準
備
、
合
意
形

成

○
地

域
ま

る
っ

と
中

間
管

理
方

式
の

提
唱

者
を

招
聘

→
農

業
検

討
特

別
委

員
会

の
委

員
長

Ｃ
氏

が
、
同
方
式
の
提
唱
者
で
あ
る

可
知

祐
一

郎
氏

を
招

聘
し

、
委

員
会

メ
ン

バ
ー
が
w
e
b
で
講
演
を
受
講
。

→
農

業
検

討
特

別
委

員
会

に
お

い
て

、
地

区
住

民
に
同
方
式
の
仕
組
み
等
を

説
明

、
理

解
・

浸
透

を
図

っ
た

。
※

そ
の

後
も

可
知

氏
に

よ
る

現
地

訪
問

の
ほ

か
、

法
人

設
立

の
た

め
の

手
続

き
や

定
款

案
等

に
つ

い
て

助
言

を
受

け
た

。

▲
可

知
氏

の
著

作

法
人

設
立

後
の

動
き

～
想

定
外

の
出

来
事
～

令
和

５
年

1
1

月
1

5
日

置
賜

総
合

支
庁

産
業

経
済

部
農

業
振

興
課

Ｒ
５

地
域
ま
る
っ
と
中
間
方
式
の
導
入
に
向
け
た
具
体
的

な
手
続
き
、
始

動

R
5
.
3

5
7

9
1
1

合
意

形
成

法
人

設
立

定
款
・
設
立
登
記 作
成
申
請
･認
定

R
6
.
1

3

個
別
訪
問
･説
明

経
営

改
善

計
画

借
り
手
･貸
し
手
デ
ー
タ
の
提
供
①

②
認
可
公
告
①

②
協
力
金
の
受
領

※
①
経
営
転
換
協
力
金
分

②
地
域
集
積
協
力
金
等
分

集
積

･
配

分
計

画
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●
飯

豊
町

中
津

川
地

区
の

ゾ
ー

ニ
ン

グ
イ

メ
ー

ジ
(R

5
.1

1
.6

現
在

)

※
■
■
■
が

農
地
。

■
■
は
水
田

(■
は
農

地
中

間
管

理
機

構
と
貸

借
関

係
が
あ
る
箇

所
)、
■
は
畑
地

※
水

稲
＋

露
地

野
菜

＋
施

設
野

菜
の

経
営
を
目

指
す

じ
ゃ
が

い
も

○
内

訳

・
水
稲

(
飼
料
稲
を
含
む
)
･
･
60
ha
(
条
件
の
良
い

と
こ
ろ
全
て

)

・
宇
津
沢
か
ぼ
ち
ゃ

･
･
･･
･
･
･2
ha

・
キ
ャ
ベ
ツ

･
･
･･
･･
･･
･･
･
･
･1
ha

・
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

･
･
･･
･
･
･3
ha

・
じ
ゃ
が
い
も

･
･
･･
･･
･･
･
･
･3
ha

・
わ
ら
び

･
･
･･
･･
･･
･･
･･
･
･
10
.9
ha

・
メ
ロ
ン

･
･
･･
･･
･･
･･
･･
･
･
･0
.1
ha

計
80
ha

宇
津

沢
か

ぼ
ち
ゃ

取
扱

注
意

８

県
道

川
西

小
国

線

８

県
道

川
西

小
国

線

3
7
8

県
道

岳
谷

上
屋

地
線

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
／

キ
ャ
ベ
ツ

８

県
道

川
西

小
国

線

メ
ロ
ン

山
際

の
荒

廃
地

：
わ
ら
び

※
「
わ
ら
び

」
は
、
山

際
の

荒
廃

地
全

て
を
対

象
と
す
る
(上

記
の

図
示

箇
所

は
一

例
)

※
「
じ
ゃ
が

い
も
」
は
、
川

際
の

砂
壌

地
も
対

象
と
す
る

※
「
メ
ロ
ン
」
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
増

設
し
、
育

苗
と
と
も
に
栽

培

川
際

の
砂

壌
地

：じ
ゃ
が

い
も

山
際

の
荒

廃
地

：
わ
ら
び
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●
高

畠
町

上
平

柳
地

区
の

事
例

令
和

５
年

1
1

月
1

5
日

置
賜

総
合

支
庁

産
業

経
済

部
農

業
振

興
課

○
上
平
柳
と
蛇
口
を
合
わ
せ
た
地
区
で
、
最
上
川
と
鬼
面

川
に
挟
ま
れ
た
平
場

○
農
地
約
13
0h
a
中
、
約
1
00
ha
が
稲
作
(
水
稲
単
作
地
帯
)

○
15
年
ほ
ど
前
は
、
小
麦
を
作
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、
多
く
の
人
は
水
稲
し
か
作
っ
た
こ
と
が
な
い
。

近
隣
同
士
で
作
業
時
期
が
重
複
す
る
た
め
労
働
力
不
足
に

な
っ
て
い
る
。

○
昭
和
30
年
代
に
ほ
場
整
備
事
業
を
実
施
。
そ
の
た
め
１
枚
の
田
が
3
0
a
と
狭
小
。

○
65
歳
以
上
で
後
継
者
が
い
な
い
耕
作
者
の
面
積
は
、
全
体
の
2
6
％
を
占
め
る
。

○
地
区
の
耕
作
者
は
約
80
人
程
度
だ
が
、
今
後
も
農
業
を
続
け
て
い
け
る
見
込
み
が
あ
る

の
は
、
最
大
の
中
心
経
営
体
で
あ
る
Ａ
氏
を
含
む
３
～
４
人
程
度
。

○
中
心
経
営
体
２
者
が
農
業
を
続
け
て
い
け
な
く
な
っ
た
場
合
、
地
域
と
し
て
立
ち
行
か
な

く
な
る
状
況
。

鬼
面
川

最
上
川

JR 高 畠 駅

R1
3

蛇
口

上
平
柳

地
域
に
お
け
る
協
議

(
話
合
い

)

Ｒ
４

山
形

県
農

地
集

積
・

集
約

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

モ
デ

ル
地

区
に

選
定

Ｒ
５

地
域

で
の

話
合

い
を

開
始

地
域
計
画
の
概
要
説
明
を
行
っ
た
後
、
現
況
地
図
の
確
認
と
将
来
の
在
り
方
を

協
議
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
水
稲
に
代
わ
る
作
物
に
つ
い
て
の
議
論
に
時
間
を

要
し
、
そ
れ
以
上
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

７
月
中
旬

第
１
回
目
の
話
合
い

話
合
い
が
進
ま
な
か
っ
た
要
因
に
対
応
す
る
た
め
、
地
区
最
大
の
中
心
経
営
体
で
あ
る

Ａ
氏
、
役
場
、
支
庁
の
３
者
で
事
前
の
作
戦
会
議
を
実
施
。

８
月
中
旬

第
２
回
目
の
話
合
い
に
向
け
た
事
前
打
合
せ

①
稲
作
に
対
す
る
固
執

水
稲
以
外
の
作
付
品
目
誘
導
に

向
け
て
、
既
存
の
機
械
を
使
用

で
き
る
小
麦
や
大
豆
を
代
替
案
と

し
て
提
示
す
る
こ
と
と
し
た

。

話
合

い
が

進
ま

な
か

っ
た

要
因

へ
の

対
応

②
現
在
の
作
付
者
の
動
向
が
不
明

現
在
の
作
付
者
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

た
め
、
耕
作
面
積
が
大
き
い
耕
作
者

の
色
分
け
地
図
を
提
示
す
る
こ
と
と

し
た
。

●
水
稲
に
代
わ
る
作
物
の
協
議

中
心

経
営

体
の

Ａ
氏

が
、

水
稲

に
代

わ
る

作
物

の
話

を
切

り
出

し
、

そ
れ

に
他

の
中

心

経
営

体
で

あ
っ

た
Ｂ

氏
が

呼
応

(
→

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

の
登

場
)
。

小
麦

や
大

豆
で

あ
れ

ば
、

既
存

機
械

を
使

用
し

て
取

り
組

め
た

り
、

作
業

の
委

託
が

で
き

た
り

す
る

等
の

情
報

提
供

を
行

っ
た

こ
と

、
現

在
、

Ｂ
氏

が
大

豆
を

つ
く

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

議
論

が
活

発
化

。
小

麦
や

大
豆

の
導

入
に

つ
い

て
、

前
向

き
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と

と
な

っ
た

。

９
月
上
旬

第
２
回
目
の
話
合
い

①
稲

作
に

対
す

る
固

執
②

現
在

の
作

付
者

の
動

向
が

不
明

(③
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
の

不
在

)

話
合

い
が

進
ま

な
か

っ
た

要
因

●
今
後
の
担
い
手
の
協
議

１
回

目
の

話
合

い
で

提
示

し
た

、
6
5
歳

以
上

で
後

継
者

が
い

な
い

現
在

の
耕

作
者

の
箇

所

の
地

図
に

加
え

、
今

回
の

話
合

い
で

は
３

h
a
以

上
を

耕
作

し
て

い
る

現
在

の
耕

作
者

を
色

分

け
し

た
地

図
を

提
示

(
→

次
頁

の
図

)
。

両
方

の
図

を
重

ね
合

わ
せ

て
現

況
の

確
認

を
行

っ
た

。

近
い

将
来

耕
作

さ
れ

な
く

な
る

農
地

と
、

今
後

引
き

受
け

手
と

な
る

で
あ

ろ
う

耕
作

者
の

ほ
場

が
可

視
化

さ
れ

た
こ

と
で

、
誰

が
ど

の
農

地
を

管
理

す
る

と
効

率
的

な
の

か
イ

メ
ー

ジ

で
き

、
目

標
地

図
作

成
に

向
け

て
前

進
し

た
。

①
稲

作
に

対
す

る
固

執
か

ら
の

脱
却

②
現

在
の

作
付

者
と

今
後

の
動

向
を

把
握

③
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
の

登
場

話
合

い
が

進
ん

だ
要

因

地 域 の 農 業 者 の 雰 囲 気 ・ 意 識 の 変 化

上
平

柳
地

区

・
11
月
下
旬

第
３
回
目
の
話
合
い

今
後

の
動
き

上
平
柳
地
区
の
特

徴

地
区

の
中

心
経

営
体

役
場

、
支

庁
参

加
者

※
上
記
に
先
立
ち
、
11
月
上
旬
に
事
前
の
打
合
せ
を
実
施
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●
高

畠
町

上
平

柳
地

区
の

農
地

の
状

況

▼
6
5
歳

以
上
か
つ
後

継
者

が
い
な
い

者
の

農
地
を
赤
色
で
着
色

▼
３
h
a
以

上
耕

作
す
る
者

の
農

地
を
個

人
ご
と
に
着
色

( 個 人 名)

～
今

後
、
｢
ど
の

農
地
を
｣
｢
誰

が
｣
担

っ
て
い

く
の

か
を
考

え
る
～
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地域支援チームの活動状況 

チーム長：庄内総合支庁農業振興課 

１ チームの調整活動 

活動内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

６月 27 日 
 
 
７月 27 日、  
８月 29 日 
 
９月 26 日 
 
（11 月以降） 

令和５年度の取組内容について検討する地域支援チーム会議
を実施。 
 
地域計画・目標地図策定に関する研修会へ参加。 
 
 
市町情報交換会の開催（テーマ：進捗状況の共有） 
 
各市町の進捗状況を共有し、適宜、支援策を検討していく。 

 

２ 支援地区に対する取組み 

（Ｎｏ．１） 

市町村・地区名 庄内町 立谷沢地区（中山間地域） 

取組みの概要 地域計画（目標地図）作成に向けた話し合いの進め方の支援 

取組みの課題 担い手の集約化、話し合いの進め方、参集者の拡大 

取組み内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

（随時） 
 
 

 

庄内町担当者等と打合せを行い、助言等を実施。（これまで延
べ５回実施。） 
 

以下、庄内町の取組内容。 
①立谷沢地区の農業者へ目標地図の原案作成のためのアンケ

ート調査（9/5 発送）、取りまとめを実施(12 月上旬予定)。 
②地域の話し合いに向けた打合せを実施。 
③アンケート結果・昨年度の話し合い等を基に、地域計画・目

標地図の原案を作成。 
④地域計画・目標地図の（案）作成に向けた地域の話し合いを

実施。 

（Ｎｏ．２） 

市町村・地区名 
＜鶴岡市独自事業のモデル地区に参画支援＞ 

鶴岡市（湯田川地区（旧鶴岡市）、野田目地区（旧藤島町）、中里地区 
（旧羽黒町）、宝谷地区（旧櫛引町）、東岩本地区（旧朝日村）） 

取組みの概要 モデル５地区における地域計画策定の試行への支援 

取組みの課題 地域計画策定に向けた話し合いの進め方（一部の地区）、合意形成 

取組み内容及び 
今後の取組み 

実施日 
（予定日） 

内 容 

要請があった
場合（随時） 

鶴岡市における、以下の独自の取組みに対し、助言等を実施。 

以下、鶴岡市の取組内容。 
◇令和４年度中に地域計画・目標地図の素案が作成された 

湯田川、野田目、宝谷、東岩本地区 
①協議の場の取りまとめ結果の公表（6/1 公表） 

◇令和５年度に取組みを進めている中里地区 

①農業者の意向調査アンケート（4/20 実施） 
②地域計画対策チームの打合せ会議（8/4 実施） 
③地区における目標地図の作成など具体の話し合い 

（8/18 実施） 
④協議の場の取りまとめ結果の公表（8/28 公表） 
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鶴
岡
市
モ
デ
ル
地
区
の
取
組
み
に
つ
い
て

１
地

区
の

概
要

集
落
数

農
用
地
等

面
積
(h
a)

担
い
手
数

湯
田
川
(旧
鶴
岡
市
)

2
13
0.2
0

26
野
田
目
(旧
藤
島
町
)

1
73
.49

26
宝
谷

(旧
櫛
引
町
)

2
92
.42

14
東
岩
本
(旧
朝
日
村
)

9
26
0.0
0

17
中
里

(旧
羽
黒
町
)

1
31
.71

14

２
取

組
み

の
進

め
方

○
全
19
0の

人
・

農
地

プ
ラ

ン
を

基
に

、
モ

デ
ル

地
区

を
各

地
域

庁
舎

管
内

か
ら

１
地

区
ず

つ
計

５
地

区
選

定
。

各
地

域
庁

舎
に

対
策

チ
ー

ム
（

農
業

委
員

、
農

地
利

用
最

適
化

推
進

委
員

、
農

業
委

員
会

事
務

局
職

員
、

市
職

員
、

Ｊ
Ａ

職
員

）
を

設
置

①
農

業
委

員
会

に
よ

り
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
主

な
項

目
：

農
業

経
営

の
意

向
、

集
落

の
農

地
維

持
に

必
要

な
取

組
み

、
農

地
の

貸
付

希
望

先
等

②
各

地
区

で
協

議
を

実
施

参
集

者
：

地
域

の
農

業
者

、
生

産
組

合
長

、
Ｊ

Ａ
、

土
地

改
良

区
、

農
業

委
員

、
最

適
化

推
進

委
員

、
農

業
委

員
会

事
務

局
、

市
等

説
明

：
人

・
農

地
プ

ラ
ン

か
ら

地
域

計
画

移
行

、
ｱﾝ

ｹｰ
ﾄ結

果
（
10

年
後

利
用

し
な

い
見

込
み

の
ほ

場
図

）
、

現
況

地
図

（
自

己
保

全
管

理
も

）
等

協
議

内
容

：
農

業
上

の
利

用
が

行
わ

れ
る

区
域

と
保

全
さ

れ
る

区
域

、
農

業
の

将
来

の
在

り
方

、
集

積
・

集
約

化
の

方
針

、
振

興
方

策
等

③
協

議
・

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

基
に

、
市

・
農

業
委

員
会

で
地

域
計

画
及

び
目

標
地

図
の

た
た

き
台

を
作

成
➃

各
地

区
で

協
議

を
実

施
地

域
計

画
及

び
目

標
地

図
の

た
た

き
台

を
提

示
し

、
記

載
内

容
に

つ
い

て
協

議
⑤

協
議

を
踏

ま
え

、
地

域
計

画
及

び
目

標
地

図
の

素
案

を
作

成

【
令

和
５

年
度

の
取

組
み

】
○

５
地

区
に

つ
い

て
、

協
議

の
取

り
ま

と
め

結
果

の
公

表
○

モ
デ

ル
地

区
を

参
考

に
残

り
18
5地

区
に

お
け

る
地

域
計

画
の

策
定

を
目

指
す

✓
１

地
区

ご
と

の
集

落
数

や
筆

数
が

少
な

く
、

比
較

的
、

合
意

が
得

や
す

い

３
目

標
地

図

例
え

ば
、

宝
谷

地
区

で
は

、
１

法
人

に
農

地
を

集
積

・
集

約
す

る
方

針
と

し
、

そ
ば

の
団

地
化

や
基

盤
整

備
事

業
に

よ
る

大
区

画
化

と
集

約
化

も
図

る
。

令
和
５
年
1
１
月
１
5
日

庄
内
総
合
支
庁
産
業
経
済
部

農
業

振
興

課

現
況

地
図

目
標

地
図

（
案

）

≪
基

盤
整

備
区

域
≫

ア
ス

パ
ラ

・
ニ

ラ
・

花
卉

等
の

導
入

≪
𣗄

代
字

研
沢

≫
そ

ば
団

地
化
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現
状

・
課

題
課

題
解

決
に

向
け

た
方

向
性

村
山

【
モ

デ
ル

地
域

（
尾

花
沢

市
）

の
取

組
み

】
・

３
５

地
区

の
人

・
農

地
プ

ラ
ン

を
５

地
区

の
地

域
計

画
に

再
編

す
る

に
あ

た
り

、
集

落
単

位
で

の
話

し
合

い
の

内
容

を
、

地
区

単
位

の
地

域
計

画
に

適
切

に
集

約
、

反
映

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

【
モ

デ
ル

地
域

（
尾

花
沢

市
）

の
取

組
み

】
・

５
地

区
の

う
ち

１
地

区
を

「
推

進
地

区
」

と
位

置
づ

け
、

モ
デ

ル
的

に
他

地
区

に
先

行
し

て
取

り
組

む
こ

と
と

し
、

そ
の

成
果

等
を

他
地

区
へ

横
展

開
し

て
い

く
。

最
上

【
モ

デ
ル

地
域

の
取

組
み

】
・

モ
デ

ル
地

域
の

取
組

み
を

進
め

る
に

あ
た

っ
て

は
、

地
域

の
話

合
い

や
合

意
形

成
が

不
可

欠
で

あ
る

。

【
地

域
計

画
策

定
に

向
け

た
取

組
み

】
・

地
域

計
画

の
策

定
に

つ
い

て
、

各
市

町
村

で
令

和
７

年
３

月
ま

で
に

策
定

す
る

必
要

が
あ

る
が

、
策

定
に

至
る

ま
で

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
が

具
体

化
し

て
い

な
い

市
町

村
が

あ
る

。
・

ま
た

、
地

域
に

お
け

る
計

画
策

定
の

取
組

み
を

推
進

す
る

た
め

の
方

針
が

明
確

化
し

て
い

な
い

市
町

村
が

あ
る

。

【
モ

デ
ル

地
域

の
取

組
み

】
・

地
域

の
話

合
い

が
適

切
に

進
め

ら
れ

る
よ

う
、

地
域

計
画

策
定

に
向

け
た

協
議

の
場

の
活

用
等

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

【
地

域
計

画
策

定
に

向
け

た
取

組
み

】
・

各
市

町
村

を
訪

問
し

、
令

和
７

年
度

か
ら

は
、

地
域

計
画

の
策

定
が

補
助

事
業

の
一

部
で

は
活

用
の

条
件

と
な

る
こ

と
等

に
つ

い
て

、
説

明
を

行
い

、
早

急
な

取
組

み
の

推
進

を
助

言
し

た
。

・
各

市
町

村
担

当
者

に
よ

る
情

報
交

換
会

を
開

催
し

、
取

組
状

況
や

課
題

等
の

情
報

を
共

有
す

る
と

と
も

に
、

横
の

つ
な

が
り

の
強

化
を

図
っ

た
。

・
今

後
も

各
市

町
村

と
の

連
携

を
密

に
し

、
進

捗
状

況
を

把
握

す
る

。
＜

県
全

体
で

の
取

組
み

＞
・

毎
月

末
時

点
で

、
県

内
全

市
町

村
の

地
域

計
画

策
定

進
捗

状
況

を
と

り
ま

と
め

、
県

と
市

町
村

で
共

有
す

る
。

農
地

集
積

・
集

約
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
係

る
現

状
・

課
題

と
課

題
解

決
に

向
け

た
方

向
性

に
つ

い
て

地 域 支 援 チ ー ム

28

　資料６　



現
状

・
課

題
課

題
解

決
に

向
け

た
方

向
性

農
地

集
積

・
集

約
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
係

る
現

状
・

課
題

と
課

題
解

決
に

向
け

た
方

向
性

に
つ

い
て

置
賜

【
モ

デ
ル

地
域

の
取

組
み

】
・

一
部

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
見

直
し

は
あ

っ
た

も
の

の
、

地
域

計
画

の
策

定
に

向
け

て
着

実
に

進
ん

で
い

る
。

【
地

域
計

画
策

定
に

向
け

た
取

組
み

】
・

地
域

計
画

の
策

定
・

公
表

ま
で

の
工

程
・

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
見

通
し

て
取

り
組

ん
で

い
る

市
町

が
あ

る
一

方
で

、
全

く
見

通
せ

て
い

な
い

と
思

わ
れ

る
市

町
が

あ
る

。
・

地
域

で
の

話
合

い
を

円
滑

に
進

め
る

た
め

に
は

、
ど

の
よ

う
な

作
物

に
転

換
し

て
い

く
べ

き
か

と
い

っ
た

視
点

か
ら

ア
ド

バ
イ

ス
が

出
来

る
農

業
技

術
普

及
員

に
参

加
し

て
欲

し
い

と
の

要
望

が
、

多
く

の
市

町
か

ら
寄

せ
ら

れ
て

い
る

。

【
モ

デ
ル

地
域

の
取

組
み

】
・

引
き

続
き

、
実

施
主

体
や

関
係

市
町

等
と

連
携

し
な

が
ら

、
支

援
し

て
い

く
。

【
地

域
計

画
策

定
に

向
け

た
取

組
み

】
・

引
き

続
き

、
市

町
担

当
者

会
議

の
中

で
、

今
後

の
工

程
・

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
つ

い
て

情
報

交
換

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
個

別
に

働
き

か
け

を
行

う
。

・
今

後
、

地
域

で
の

話
合

い
が

本
格

化
す

る
前

に
、

地
域

支
援

チ
ー

ム
会

議
等

の
場

を
通

し
て

、
市

町
か

ら
の

要
望

に
出

来
る

限
り

対
応

す
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

庄
内

【
モ

デ
ル

地
域

（
庄

内
町

立
谷

沢
地

区
）

の
取

組
み

】
・

地
域

計
画

（
目

標
地

図
）

作
成

に
向

け
、

話
合

い
の

進
め

方
、

参
集

者
の

拡
大

に
つ

い
て

検
討

中
で

あ
る

。

【
地

域
計

画
策

定
に

向
け

た
取

組
み

】
・

地
域

の
話

合
い

を
行

う
際

に
、

地
域

計
画

を
自

分
ご

と
と

し
て

捉
え

て
も

ら
う

た
め

に
は

ど
の

よ
う

に
し

た
ら

良
い

か
な

ど
、

課
題

を
抱

え
る

市
町

が
あ

る
。

【
モ

デ
ル

地
域

（
庄

内
町

立
谷

沢
地

区
）

の
取

組
み

】
・

庄
内

町
、

地
域

支
援

チ
ー

ム
、

中
山

間
地

域
課

題
解

決
検

討
チ

ー
ム

で
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

共
有

し
、

打
合

せ
を

行
う

な
ど

、
進

捗
状

況
に

つ
い

て
把

握
す

る
。

・
12

月
以

降
に

開
催

さ
れ

る
地

域
の

話
合

い
の

進
め

方
や

参
集

者
の

拡
大

に
つ

い
て

、
打

合
せ

を
行

う
。

【
地

域
計

画
策

定
に

向
け

た
取

組
み

】
・

各
市

町
担

当
者

の
情

報
交

換
会

や
個

別
訪

問
な

ど
を

通
し

て
、

取
組

み
が

円
滑

に
進

む
よ

う
情

報
提

供
・

共
有

を
行

う
。

＜
県

全
体

で
の

取
組

み
＞

・
地

域
に

お
け

る
話

合
い

へ
の

参
加

の
機

運
を

高
め

る
た

め
の

手
法

な
ど

実
務

的
な

内
容

と
な

る
「

「
地

域
計

画
」

の
策

定
に

向
け

た
話

し
合

い
の

進
め

方
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の

追
補

版
を

作
成

す
る

。

地 域 支 援 チ ー ム
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現
状

・
課

題
課

題
解

決
に

向
け

た
方

向
性

農
地

集
積

・
集

約
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
係

る
現

状
・

課
題

と
課

題
解

決
に

向
け

た
方

向
性

に
つ

い
て

【
樹

園
地

の
継

承
】

・
モ

デ
ル

地
域

と
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
し

、
新

規
就

農
者

に
優

良
な

樹
園

地
を

継
承

で
き

る
よ

う
、

中
間

管
理

の
あ

り
方

や
地

元
負

担
の

少
な

い
整

備
手

法
な

ど
の

検
討

を
行

っ
た

。
・

後
継

者
が

不
在

と
な

る
樹

園
地

を
管

理
す

る
仕

組
み

や
体

制
を

構
築

す
る

た
め

に
は

、
中

心
と

な
っ

て
取

組
み

を
進

め
る

主
体

が
必

要
と

な
る

。

【
樹

園
地

の
継

承
】

・
中

間
管

理
を

担
う

新
し

い
組

織
に

つ
い

て
は

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
フ

ァ
ー

ム
の

運
営

を
含

め
、

地
域

全
体

の
農

地
の

管
理

を
担

う
組

織
が

必
要

。
・

ま
た

、
市

町
村

や
Ｊ

Ａ
な

ど
の

農
業

関
係

団
体

の
役

割
と

併
せ

て
、

こ
の

組
織

を
中

心
と

し
た

新
規

就
農

者
の

育
成

と
遊

休
農

地
を

解
消

す
る

方
策

の
検

討
を

進
め

る
。

【
モ

デ
ル

地
域

（
温

海
地

域
）

の
取

組
み

】
・

令
和

5年
9月

に
、

「
地

域
ま

る
っ

と
中

間
管

理
方

式
」

に
関

す
る

勉
強

会
を

開
催

し
、

関
係

者
に

お
い

て
制

度
の

理
解

を
深

め
た

。
・

「
地

域
ま

る
っ

と
中

間
管

理
方

式
」

を
活

用
す

る
に

あ
た

っ
て

、
多

く
の

地
元

農
家

か
ら

取
組

み
に

対
す

る
同

意
を

得
る

必
要

が
あ

る
。

【
モ

デ
ル

地
域

（
温

海
地

域
）

の
取

組
み

】
・

今
後

は
、

地
域

農
家

を
対

象
に

説
明

会
を

開
催

し
、

制
度

を
活

用
す

る
こ

と
で

地
域

の
農

地
を

守
っ

て
い

く
こ

と
に

繋
が

る
こ

と
を

丁
寧

に
説

明
す

る
。

・
ま

た
、

説
明

会
の

開
催

案
内

と
開

催
報

告
は

、
当

事
者

意
識

の
醸

成
を

図
る

た
め

、
全

戸
配

布
す

る
。

【
農

地
バ

ン
ク

の
機

能
強

化
】

・
農

業
経

営
基

盤
強

化
促

進
法

か
ら

農
地

中
間

管
理

事
業

法
に

よ
る

農
地

の
賃

貸
借

に
移

行
す

る
こ

と
に

伴
い

、
事

務
処

理
を

行
う

農
業

委
員

会
等

の
事

務
負

担
が

大
幅

に
増

加
す

る
こ

と
か

ら
、

事
務

負
担

の
軽

減
の

た
め

、
書

類
の

簡
素

化
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

【
農

地
バ

ン
ク

の
機

能
強

化
】

・
主

な
市

町
村

の
農

業
委

員
会

等
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
、

書
類

の
簡

素
化

に
向

け
た

検
討

を
行

っ
た

。
取

り
ま

と
め

た
簡

素
化

の
内

容
を

市
町

村
に

通
知

す
る

。
・

今
後

は
、

全
市

町
村

を
対

象
に

説
明

会
を

開
催

し
、

簡
素

化
す

る
書

類
な

ど
の

内
容

を
周

知
す

る
と

と
も

に
農

業
委

員
会

等
の

意
見

を
聴

取
し

、
一

層
の

簡
素

化
に

向
け

た
検

討
を

行
う

。

樹
園

地
継

承
課

題
解

決
検

討
チ

ー
ム

中
山

間
地

域
課

題
解

決
検

討
チ

ー
ム

農
地

バ
ン

ク
機

能
強

化
検

討
チ

ー
ム
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R4
.1
1〜

12
R5
.１
〜
3

R5
.4
〜
6

R5
.7
〜
9

R5
.1
0〜

12
R6
.1
〜
3

R6
.4
〜
6

R6
.7
〜
9

R6
.1
0〜

12
R7
.1
〜
3

①
協
議
の
場
設
置
に
係
る
調
整
 
着
手

75
地

域
96

地
域

26
地

域
22

4地
域

39
地

域
7地

域
44

地
域

7地
域

6地
域

0地
域

②
出
し
手
・
受
け
手
の
意
向
把
握
 
着
手

77
地

域
43

地
域

39
地

域
28

3地
域

43
地

域
3地

域
30

地
域

6地
域

0地
域

0地
域

③
協
議
の
実
施
・
取
り
ま
と
め
 
着
手

2地
域

21
地

域
12

地
域

77
地

域
28

0地
域

37
地

域
42

地
域

37
地

域
16

地
域

0地
域

④
目
標
地
図
の
素
案
作
成
 
着
手

0地
域

4地
域

0地
域

64
地

域
16

6地
域

90
地

域
56

地
域

90
地

域
38

地
域

16
地

域

⑤
地
域
計
画
案
の
取
り
ま
と
め
、
策
定
 
着
手

0地
域

2地
域

0地
域

1地
域

3地
域

86
地

域
30

地
域

61
地

域
17

4地
域

16
7地

域

地
域

計
画

の
策

定
に

取
り

組
む

地
区

の
工

程
表

（
7月

末
時

点
）

 
と

り
ま

と
め

１
 

地
域

計
画

策
定

の
着
手
状
況

（
見

込
み

含
む

）

地
域
計
画
策
定
に
係
る
工
程

【
着
 
手
】

R4
R5

R6

14
%

, 7
5

15
%

, 7
7

0.
4%

, 2

  

18
%

, 9
6

8%
, 4

3

4%
, 2

1

1%
, 4

0.
4%

, 2

5%
, 2

6

7%
, 3

9

2%
, 1

2

 

43
%

, 2
24

54
%

, 2
83
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%

, 7
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12
%

, 6
4

0.
2%

, 1

7%
, 3

9

8%
, 4

3

53
%

, 2
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32
%

, 1
66

1%
, 3

1%
, 7

1%
, 3

7%
, 3

7

17
%

, 9
0

16
%

, 8
6

8%
, 4

4 6%
, 3

0

8%
, 4

2

11
%

, 5
6

6%
, 3

0

1%
, 7

1%
, 6

7%
, 3

7

17
%

, 9
0

12
%

, 6
1

1%
, 6

3%
, 1

6

7%
, 3

8

33
%

, 1
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3%
, 1

6

32
%

, 1
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0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

①
協
議
の
場
設
置
に
係
る
調
整

②
出
し
手
・
受
け
手
の
意
向
把
握

③
協
議
の
実
施
、
取
り
ま
と
め

④
目
標
地
図
の
素
案
作
成

⑤
地
域
計
画
案
の
取
り
ま
と
め
、
策
定

R4
.1

1〜
12

R5
.１

〜
3

R5
.4

〜
6

R5
.7

〜
9

R5
.1

0〜
12

R6
.1

〜
3

R6
.4

〜
6

R6
.7

〜
9

R6
.1

0〜
12

R7
.1

〜
3

令
和

５
年

１
１

月
１

５
日

農
業

経
営

・
所

得
向

上
推

進
課

【
概

要
】

「
①

協
議

の
場

設
置

に
係

る
調

整
」

か
ら

「
③

協
議

の
実

施
・

取
り

ま
と

め
」

ま
で

、
５

２
４

地
域

の
う

ち
８

割
〜

９
割

の
地

域
で

令
和

５
年

度
中

に
着

手
す

る
見

込
み。

「
④

目
標

地
図

の
素

案
作

成
」

は
、

５
２

４
地

域
の

う
ち

６
割

の
地

域
で

令
和

５
年

度
中

に
着

手
す

る
見

込
み。

「
⑤

地
域

計
画

案
の

取
り

ま
と

め
、

策
定

」
は

、
５

２
４

地
域

の
う

ち
２

割
の

地
域

で
令

和
５

年
度

中
に

着
手

し
、

残
り

の
８

割
の

地
域

で
令

和
６

年
度

中
に

着
手

す
る

見
込

み。
【
課

題
】

「
①

協
議

の
場

設
置

に
係

る
調

整
」

「
③

協
議

の
実

施
・

と
り

ま
と

め
」

を
令

和
６

年
度

第
３

四
半

期
か

ら
着

手
す

る
地

域
が

あ
る。

「
④

目
標

地
図

の
素

案
作

成
」

を
令

和
６

年
度

第
４

四
半

期
か

ら
着

手
す

る
地

域
が

あ
る。

【
対
応
方
針
】

進
捗

状
況

を
随

時
確

認
す

る
と

と
も

に
、

早
期

に
着

手
し

、
令

和
６

年
度

末
ま

で
地

域
計

画
を

策
定

で
き

る
よ

う
働

き
掛

け
を

行
う。
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〜
3

R5
.4
〜
6

R5
.7
〜
9

R5
.1
0〜

12
R6
.1
〜
3

R6
.4
〜
6

R6
.7
〜
9

R6
.1
0〜

12
R7
.1
〜
3

①
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況
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画
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定
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係
る
工
程

【
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の
場
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②
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手
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握

③
協
議
の
実
施
、
取
り
ま
と
め

④
目
標
地
図
の
素
案
作
成

⑤
地
域
計
画
案
の
取
り
ま
と
め
、
策
定 R4

.1
1〜

12
R5

.１
〜

3
R5

.4
〜

6
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.7
〜

9
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0〜

12
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.1
〜

3
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〜

6
R6

.7
〜

9
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0〜

12
R7

.1
〜

3

【
概

要
】

「
①

協
議

の
場

設
置

」
「

②
出

し
手

・
受

け
手

の
意

向
把

握
」

は
、

５
２

４
地

域
の

う
ち

８
割

〜
９

割
の

地
域

で
令

和
５

年
度

中
に

完
了

す
る

見
込

み。
「

③
協

議
の

実
施

・
取

り
ま

と
め

」
「

④
目

標
地

図
の

素
案

作
成

」
は

、
５

２
４

地
域

の
う

ち
６

割
〜

８
割

の
地

域
で

令
和

６
年

度
中

に
完

了
す

る
見

込
み。

「
⑤

地
域

計
画

案
の

取
り

ま
と

め
・

作
成

」
は

、
５

２
４

地
域

の
う

ち
９

割
で

令
和

６
年

度
第

４
四

半
期

に
完

了
す

る
見

込
み。

【
課

題
】

「
①

協
議

の
場

設
置

」
「

③
協

議
の

実
施

・
取

り
ま

と
め

」
が

令
和

６
年

度
第

４
四

半
期

に
完

了
す

る
地

域
が

あ
る。

【
対
応
方
針
】

進
捗

状
況

を
随

時
確

認
す

る
と

と
も

に
、

早
期

に
協

議
を

着
手

・
完

了
さ

せ
、

次
の

工
程

に
進

む
よ

う
働

き
掛

け
を

行
う。
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完了数
（B）

完了率
（B/A)

完了数
（C）

完了率
（C/A)

完了数
（D)

完了率
(D/A）

完了数
（E)

完了率
（E/A)

完了数
（F)

完了率
（F/A)

完了数
（G)

完了率
（G/A)

527 136 25.8% 213 40.4% 24 4.6% 5 0.9% 3 0.6% 0 0.0%

1 山形市 18 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

2 米沢市 11 11 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

3 鶴岡市 189 14 7.4% 153 81.0% 5 2.6% 5 2.6% 3 1.6% 0.0%

4 酒田市 16 16 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

5 新庄市 40 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

6 寒河江市 9 2 22.2% 2 22.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

7 上山市 9 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

8 村山市 8 8 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

9 長井市 8 8 100.0% 7 87.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10 天童市 8 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

11 東根市 8 8 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

12 尾花沢市 5 0.0% 5 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

13 南陽市 8 8 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

14 山辺町 5 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

15 中山町 2 0.0% 2 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

16 河北町 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

17 西川町 12 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

18 朝日町 3 3 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

19 大江町 5 5 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20 大石田町 15 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

21 金山町 10 1 10.0% 1 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

22 最上町 10 1 10.0% 1 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

23 舟形町 4 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

24 真室川町 3 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

25 大蔵村 6 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

26 鮭川村 12 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

27 戸沢村 10 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

28 高畠町 14 14 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

29 川西町 15 0.0% 15 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

30 小国町 5 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

31 白鷹町 19 19 100.0% 19 100.0% 19 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

32 飯豊町 8 1 12.5% 8 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

33 三川町 15 15 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

34 庄内町 11 1 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

35 遊佐町 5 1 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

※④の工程は、協議結果の公表から合意形成完了、目標地図案完成、地域計画案完成までを示す。

令 和 5 年 11 月 15 日

農地集積・集約化プロジェクト会議

（農業経営・所得向上推進課）

⑤地域計画案の
説明会・意見聴取

⑥地域計画
策定・公告

地域計画策定進捗状況（Ｒ５.１０末）

備　　考

山　形　県

策定予定の
地域計画数
（A）

①協議の場の
設置

②意向把握 ③協議実施
④協議結果公表～
地域計画案作成※

【概要】
・鶴岡市の５地域で地域計画案の作成（④）が完了、その内、３地域（湯田川、中里、宝谷）は地域計画案の意見聴取（⑤）を完了しており、県

内の先進的な事例となっている。

・協議の場の設置（①）を完了した地域は、１３６地域（完了率２５．８％）。６市５町の全地域で協議の場の設置が完了している。

・意向把握（②）を完了した地域は、２１３地域（完了率４０．４％）。１市４町の全地域で意向把握が完了している。

・協議を実施（③）している地域は、２４地域（完了率４．６％）。白鷹町の全地域で協議を実施している。
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今後のスケジュールについて 

～農地の集積・集約化に向けて～ 
 
 
○ 山形県農地集積・集約化プロジェクト会議 

令和６年３月中旬  第８回会議 

・ 令和５年度の取組みを踏まえた次年度の活動方針について 

   

 
○ その他（予定） 

  令和５年 11 月 地域計画に関する周知チラシの配布 

～12 月 

 令和６年１月 地域計画策定に向けた事例集の作成 

    ・ 県内における地域計画策定に向けた取組みを体系的にとりまと 
      め、市町村における地域計画策定を促進 

      ２月 農地集積・集約化プロジェクト事例セミナーの開催 

・ 地域計画策定に向けた取組事例紹介 など 

（検討中）    話し合いの進め方マニュアル補完資料作成 

（調整中） 山形県農地集積・集約化プロジェクト第３回研修会「促進計画の実

務 と農業委員会の役割」の開催 

            ・ 令和７年度以降の促進計画の運用と地域計画との関係などにつ

いて、農業委員会における役割や実務についての理解を促進 
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令 和 ５ 年 1 1 月 1 5 日 

農業経営・所得向上推進課 

農地集積・集約化プロジェクト事例セミナー（仮称）について（案） 

１ 目 的 

  農業者の減少が進む中、地域農業の維持・発展に向けて、地域での話合いを踏まえた

実効性の高い「地域計画」の策定をはじめ、農地の集積・集約化等による農地の効率的

な活用を促進することが必要である。 

このため、先行している地域の取組みについて他地域への横展開を図り、県内全域で

の地域計画の取組みを促進するため、先行地域の取組事例集を作成するとともに、事例

集を活用したセミナーを開催する。 

２ 開催日 

  令和６年２月中旬 

３ 場 所 

  未定 

４ 参集範囲 

市町村、農業委員会（農業委員、農地利用最適化推進委員、事務局職員）、（公財）やま

がた農業支援センター、（一社）山形県農業会議、山形県農業協同組合中央会、各農業協

同組合、山形県土地改良事業団体連合会、各土地改良区、東北農政局、県関係課など 

（200 人程度） 

５ 内 容 

  事例集※を作成し、その中から数事例を当日発表 

  ※ 事例集：県内の事例をまとめ、発表会当日配布（様式は別添のとおり） 

  ※ 事例集トピック：①地域計画の策定、②法人設立、③農地の現況把握、 

④樹園地継承、⑤中山間地域の農地の有効活用 

※詳細は別添のとおり 

６ 今後の進め方 

12 月下旬 開催案内（出席報告期限：１月中旬） 

１月下旬 事例集完成 

２月中旬 セミナー当日 

以 上  
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